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囲碁について 

 

大濵慶和 

送付された「会報」において原稿のお願い書面をみて即座に「退職後の生活に

ついて」投稿しようと思いました。退職後には、何か趣味を生かしたものをやっ

てみたいと思っていました。よくよく考えると自分には何もないことがわかっ

て愕然とした!!そこで周りの人たちや仲間に相談したり、退職した先輩の現況を

聞いたりした結果。短絡的に考えて囲碁を始めることにした。 

 短絡的に始めることにしたにもかかわらずこれだけ苦労することになるとは

考えてもいなかった。まずは囲碁を始めるための様々な情報、書物、そして何ら

かの講座、さらに囲碁用具等が必要であることは頭ではわかっていたが、実際は

そのようにならなかった。ただテレビをみたり、本を見てルールを覚えても相手

がいなければ何もならない。そこで手早くて便利なパソコンを活用して簡単に

囲碁ゲームができるので、それをやってみるとやればやるほど思うようにいか

なく無知さが露呈するばかりでやりきれない気持ちになった。 

 そこで 1 から出直しで基礎的な知識から学ぶために「はじめて囲碁をする方

へ」という囲碁教室に入り、週一回、半年間、囲碁とは？ 基本ルール、そして

囲碁の基本の打ち方（定石）を毎回毎回、日毎回繰り返し行うことで定石の意味

が分かったりする中、少しずつ生徒間同士で対局をすることが出来るようにな

った。実際に相手と碁を打つことで自分の思うようにならないことが分かって

きた。 

 講義中、先生が対局中は“アタリですよ”などはいってはいけません。お互い

無言ですよ。また囲碁は“趣味”ではなくて“教養”だと教えられたこと、また

定石を学びながら囲碁で使う言葉、ツケノビ、ケイマ、一間トビ等、様々な言葉

を学んだが、定石と共に忘れるのである。その繰り返しが続く。さらに碁は実戦

を重ねるほど上手になってゆくので 3000 局に達したときに、“あなたは少し囲

碁をおぼえましたね”と言われるとも言っていたことが思い出されます。 

 実践の重要性がわかってくると益々多くの人と対戦したくなり、どのような

所でできるのか、何か方法？と考えたり話をしていると公共施設の福祉会館、コ

ミュニティセンター等の中で様々な講座や囲碁同好会、囲碁倶楽部があってそ



 

2 

こに入会すればできるとのことがわかった。 

直ぐにそれぞれの場所に出かけ入会するための方法などを聞くと、複雑な仕

組みになっていてなかなか難しいことが分かった。それは同好会ごとの規則で

何級、何段？ の取得が必要であり、公開抽選をクリアーし何回か対局を通して

入会できるとのことであった。その背景には定年退職者や高齢者が多く、その場

所でかかる諸費用が安いことが挙げられ、どこも超満員であることが分かった。 

 そのような講座、同好会に入会するのに 1 年半位かかりましたが、ようやく

入会することができ、これまでとは違って新たな気持ちで碁盤に向かうことが

できた。対局をこなすうちに同期生、同レベル、上級者との間で自分の力がどの

位なのかがわかり、徐々にライバル意識をもち勝ちたいという気持ちが強くな

ると共に益々多くの対局をしたいと考えるようになった。さらに他に何処か対

局できる所はないかと話しを聞くと○○でやっているよ。あの人に聞けばわか

るよとの情報が入り、その人の紹介で別の倶楽部に入会できたりして対局数が

増えることでより楽しくなってきた。 

 その結果、私の所属する同好会、倶楽部での中での、力（レベル）は始めた時

は 17 級、今は昨年 10 月に得た 12 級です。同好会の中では 12 級もしくは 15

級が一番低い級です。したがって、常に挑戦として負けてもともとの気持ちで自

由に打つことができ、後でどこが悪いのか等について教えていただけるのです。

それが役に立ったり親しい間柄になり、○○同好会は 6 段の人がいるとか○○

さん？等様々な話が飛びかうようになるのも楽しみの一つになっています。 

 現役時代には、福祉会館、コミュニティセンター等の公共施設について殆んど

興味がなかったが、これだけお世話になるとは思ってもいなかったし、またこれ

だけ様々な講座、趣味が開講されているとは考えても見なかったが、今では囲碁

等を楽しむ高齢者の社交場になっていることに感謝しています。 

 

追伸 

 3 月からのコロナ感染の影響で、私の囲碁は施設が閉館のため中断になってい

て暇で仕方ありません。しかし、囲碁の楽しみ、面白さが少しずつわかってきて

いるものと思って、まだまだ“ひよっこ”であることを噛み締めて続け、5 級を

目指して頑張っていきたいと思っています。  
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事務局より 

 

この度、会報第 5 号を発送させていただくことになりました。これは皆様の

ご協力の賜物だと思っております。誠にありがとうございます。 

 さて、今年は新型コロナウィルスの影響により、様々な行事が中止となりまし

た。ASU たちばな会も懇親会が中止、役員会もインターネット、郵送により実施

することとなり、さらには 10 月の総会も中止となりました。明るい話題が少な

い今年ですが、愛知産業大学工業高等学校硬式野球部が夏の甲子園中止による

愛知県独自の夏季高等学校野球大会において準優勝いたしました。本学園各校

学生・生徒の活躍は、学園広報誌コミュに掲載させていただいておりますので、

是非ご一読いただきたく思います。 

新型コロナウィルスが沈静化次第、また総会や懇親会などを開催したく考え

ております。その際はご案内させていただきますので、なるべく多くの先生方に

ご参加いただけますことを願っております。 

 

令和元年度(2019 年)のまとめ  会員 59 名 

6 月 15 日(土) 本部 7階会議室にて、理事会を実施する。 

ASU たちばな会報 第 4号作成 

10 月 26 日(土) ELIC ビジネス＆公務員専門学校 6 階 601 教室において、理

事会・総会を実施する。(参加者 13 名)  

ELIC ビジネス＆公務員専門学校長 森先生より挨拶をいただく。 

11 月 5 日に会報 4号と学園情報誌「コミュ」等を発送する。 

 令和 2年 3月 11 日(水) 懇親会を中区伊勢山「一楽鮓」にて開催予定だった 

が、新型コロナウィルスの影響により中止する。 

以  上 

 

連絡先：法人事務局 業務課 増田 洋平 

E-mail：ymasuda@asu.ac.jp 

〒460-0016  名古屋市中区橘 2-6-15  

TEL：052-339-2781  FAX：052-339-2782 


